
平成２９年度 調査研究活動報告 

 

［全体テーマ］ 

   教育新時代に対応した定通教育の創造 

 

［研究課題］ 

   １ 確かな学力を育む教育の実践とその課題 

   ２ 特色ある教育課程の編成とその課題 

   ３ 新しいタイプの高校における教育活動の展開とその課題 

   ４ 通信制の特性を生かした教育の実践とその課題 

   ５ 開かれた学校づくりとその課題 

   ６ 生徒の多様なニーズに対応した教育活動の展開とその課題 

   ７ 定時制通信制高校における学校評価の取り組みとその課題 

   ８ 地域社会と連携した教育活動の展開とその課題 

   ９ 生徒の心身の健康増進に向けた指導とその課題 

  １０ キャリア教育の推進とその課題 

  １１ 学校安全の推進とその課題 

１２ いじめ防止とその課題 

 

第１回全国常任理事会において報告したとおり、全体テーマに基づいた研究課題について本部研と

して調査研究活動を実施しており、調査研究の結果は、平成３０年２月に発行した「研究報告書」に

掲載した。内容は関東１都３県が担当した本部研究に加え、特集として石川県の取組み（県立加賀聖

城高等学校）と、岡山県の取組み（玉野市立玉野備前高等学校）、そして各都道府県の情勢報告とい

う３つの構成とし、東京での全国大会の様子についても簡単に報告した。 

 

【研究報告書 目次】 

 

１ 本部研究 

６ 
生徒の多様なニーズに対応した教育活動の展望とその課題 

～「自立支援チーム派遣事業」を活用した教育支援の取組み～ 
東京都  

１ 
定時制通信制高等学校教育の充実に向けて 

～平成２８年度アンケート調査中間報告～ 
埼玉県  

６  特別な支援が必要な生徒の現状と支援 千葉県  

２  神奈川県の定時制高校における総合学科・専門学科の在り方について 神奈川県  

 

２ 特別寄稿「新教育時代に対応した教育活動」 

 ○ 石川県立定時制通信制高校の取り組みと実情 

        石川県立加賀聖城高等学校 

 ○ 定時制通信制高等教育の充実に向けて 

    ～アンケート調査の結果から～ 

        岡山県玉野市立玉野備前高等学校 

３ 各都道府県及び通信ブロックの情勢報告 

４ 全教協研究協議会東京大会報告、次年度岩手大会概要について 

 


